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「これでひと安心」

クリーク地帯の農家の頭を悩ま

す
｀
キシュウスズメノヒエ、の大

がかりな除草が江日、万才地区で

行なわれた。

バックフオーと船での陸と水か

らの 2面攻撃。

一面ヒエに覆われていたクリー

クも、もとのきれいな水画をのぞ

かせた。

編集 企画課 でんわ(代)③4111

i

=

○

■

こ
　
よ
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■

５
日
　
農
業
委
員
会

３
日
　
第
十
二
回
生
活
者
大
会

８
日
　
定
例
市
議
会
は
じ
ま
る

（２３
日

ま
で
）

‐４
日
　
県
知
事
選
挙
告
示

‐５
日
　
市

（県
）
民
税
、
所
得
税
申
告

し
め
切
り

‐７
日
　
中
学
校
卒
業
式

‐８
国
　
民
話
を
楽
し
む
親
子
大
会
　
□

西
牟
田
三
柱
神
社
浮
立

‐９
日
　
小
学
校
卒
業
式

２‐
日
　
春
分
の
日

２７
日
　
県
議
会
議
員
選
挙
告
示

〔
定
例
講
座

・
学
級
〕
　

み
の
り
の
大

学
修
了
式
、
保
健
福
祉
学
級

（２６
日
）

〔
相
談
〕
心
配
ご
と
、
交
通
事
故
相
談

（１
、
３
、
‐５
、
２２
ヽ
２９
日
）
、
年
金

相
談

（８
日
）
、
消
費
生
活
苦
情
相
談

（２２
日
）
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3月 議 会 は

8日から開会予定

3月定例市議会は、 8日 から開

かれる予定です。具体的な日程は

1日 の議会運営委員会で決定しま

す。

こんどの議会は、市の一年間の

仕事をきめる53年度の当初予算が

審議されるなど、最も大切な議会

ですが、とくに現議員最後の議会

にもなるわけです。

なお、一般質問は12、 13日 の予

定です。

議会はどなたでも傍聴できます。

傍聴するときは、議会事rヵ文局へ申

出てください。

シ
リ
ー
ズ

ｏ
み
ん
な
で
な
く
そ
う
部
落
差
別

⑪

一
日
で
わ
か
る
よ
う
な
圧
迫
の
生
活

被

差

別

部

落

の

歴

史

０

よ

・９
。

例
え
ば

一
六
九
九

（元
藤

一
一゙

年

阿
波
藩
は
、

「
着
物
や
諸
品
は
、
百
姓

よ
り
軽
く
せ
よ
」
と
い
う
ふ
れ
を
だ
し

て
い
ま
す
。
服
装
や
暮
ら
し
方
に
つ
い

て
の
差
別
が
、
法
令
で
強
制
さ
れ
は
じ

め
た
の
で
す
。

そ
れ
か
ら
二
十
年
ほ
ど
た
つ
と
宗
門

改
人
別
帳

（
し
ゅ
う
も
ん
あ
ら
た
め
に

ん
べ
つ
ち
ょ
う
）
な
ど
に
、
い
ま
ま
で

農
民
と

一
諸
に
書
か
れ
て
い
た
、
え
た
ｏ

非
人
の
名
前
が
別
々
に
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
全
国
的
に
、
え
た
村
は
徹
底
的

に
調
べ
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

十
八
世
紀
の
後
半
か
ら
、
差
別
制
度

は
い
よ
い
よ
き
び
し
く
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
百
姓

一
揆
や
都
市
貧
民
の

打
ち
壊
し
の
た
た
か
い
が
発
展
す
る
の

と
正
比
例
し
ま
す
。

一
七
七
三

（安
永
二
）
年
に
幕
府
は

江
戸
の
非
人
が
さ
む
ら
い
の
よ
う
な
な

り
ふ
り
を
す
る
の
を
禁
止
し
ま
し
た
し
、

一
七
七
七
年
に
は
、
え
た

ｏ
非
人
を
農
・

工

・
商
の
籍
に
編
入
し
な
い
規
定
を
明

ら
か
に
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
翌
年
に
は

「
近
頃
え
た

。
非

人
の
風
俗
が
悪
く
な
り
、
旅
館
や
飲
み

れ
で
は
、
当
時
の
身
分
差
別
は

ど
ん
な
に
き
び
し
か
っ
た
で
し

屋
な
ど
に
立
ち
入
っ
て
い
る
。
今
後
え

た
が
百
姓
町
人
の
ふ
り
を
す
る
こ
と
は

一
切
許
さ
な
い
」
と
い
う
正
式
の
布
告

を
は
じ
め
て
諸
国
に
だ
し
て
、
身
分
制

度
を
き
び
し
く
し
よ
う
と
い
う
強
い
決

意
を
示
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
幕
府
の
政
府
に
対
し
て
、

諸
藩
も
た
だ
ち
に
幕
府
に
な
ら
っ
て
、

え
た

。
非
人
の
身
分
に
対
す
る
差
別
を

は
っ
き
り
し
め
す
布
令
を
、
し
き
り
に

だ
し
は
じ
め
ま
し
た
。

一団
一えば
、
あ
る
藩
で
は

「
え
た
は

日
没
か
ら
日
の
出
ま
で
市
内
を

歩
い
て
は
な
ら
な
い
。
城
下
町
は
も
ち

ろ
ん
百
姓
の
村
を
通
る
場
合
で
も
、
行

き
き
す
る
人
に
無
礼
の
な
い
よ
う
片
寄

っ
て
通
れ
、
町
内
で
飲
食
を
し
て
は
な

ら
な
い
、
雨
の
降
る
日
の
ほ
か
は
か
さ

を
か
ぶ
っ
て
は
な
ら
な
い
、
履
物
は
ぞ

う
り
の
ほ
か
は
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
」

と
い
う
法
津
を
つ
く
り
ま
し
た
。

全
国
的
に
は
、
髪
も
特
殊
な
結
い
方

を
さ
せ
ら
れ
、
女
子
は
ふ
つ
う
の
人
の

よ
う
に
帯
を
結
ぶ
こ
と
を
許
さ
れ
ず
、

一
般
の
人
と
口
を
き
く
と
き
は
、
土
下

座
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
火
で
き
え

も
、
え
た
の
使

っ
た
火
は

「
け
が
れ
た
」

と
し
て
、　
一
般
の
人
は
用
い
な
い
。

一
般
の
人
の
家
の
中

へ
入

っ
て
は
な

ら
な
い
。
も
し
や
む
を
え
ず
入
る
と
き

は
、
ぞ
う
り
を
ぬ
い
で
は
だ
し
で
入
ら

ね
ば
な
ら
な
い
、
冠
物
は
ゆ
る
さ
れ
ず

雨
の
日
に
も
げ
た
を
は
い
て
は
な
ら
な

い
。
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
き
め
ら
れ
、

も

っ
と
ひ
ど
く
な
る
と
、　
一
日
で
え
た

と
わ
か
る
よ
う
に
、
五
寸
四
角
の
皮
の

き
れ
を
胸
に
つ
け
さ
せ
、
そ
れ
で
も
夜

は
わ
か
ら
な
い
か
ら
、
特
別
の
ち
ょ
う

ち
ん
つ
け
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
よ
う

に
さ
れ
た
の
で
し
た
。

〔和注約挙脚劇暉脚宝意見は同〕

羽

犬

塚

駅

周

辺

道

路

が

交

通
規

制

２
月
１５
日
か
ら

二
月
十
五
日
か
ら
、
国
鉄
羽
犬
塚

駅
周
辺
の
道
路
が
、
左
図
の
と
お
り

大
幅
に
交
通
規
制
に
な
り
ま
し
た
。

と
く
に
、
市
役
所
西
側
の
旧
道
が

通
学
専
用
道
路
と
な
り
、
あ
さ
七
時

半
か
ら
九
時
ま
で
、
車
輌
通
行
止
め

に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

斡
Ｎ
Ｂ
Ｃ
長
崎
放
送
で
は

つ
ぎ
の
と
お
り
、
番
組
モ

ニ
タ
ー
考
募
集
し
て
い
る
。

〔
資
格
〕
満
十
六
歳
以
上

で
、
Ｎ
Ｂ
Ｃ
の
ラ
ジ
オ
が

受
信
で
き
る
人
。

〔
期
間
〕
五
月
か
ら
十
月

ま
で
〔
申
込
み
〕
二
十
五
日
ま

で
に
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

職
業
を
書
い
て
、
佐
賀
市
本
町
Ｎ
Ｂ

Ｃ
佐
賀
局
へ
申
込
む
。

斡
県
立
惨
猷
館
高
校

（福

岡
市
西
区
西
新
）
で
は
、

つ
ぎ
の
と
お
り
通
信
制
課

程
の
生
徒
を
募
集
し
て
い

Ｚ④
。こ
の
通
信
教
育
は
、
高

等
半
校
の

一
課
程
で
、
毎

日
通
学
し
て
授
業
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
な
い
人
た

ち
に
あ
る
も
の
で
、
出
席
日
数
は
年

間
二
十
日
て
い
ど
で
、
主
と
し
て
日

曜
日
。
そ
の
他
は
科
目
ご
と
の
レ
ポ

ー
ト
提
出
。

〔
入
学
資
格
〕
新
制
中
学
校
の
卒
業

者
、
ま
た
は
こ
れ
と
同
等
の
資
格
を

も
つ
と
同
校
で
認
め
ら
れ
た
人
。

〔
入
学
申
込
み
〕
三
月
二
十
二
日
か

ら
四
月

一
日
ま
で

モ ニ タ ー 募 集

‐
方サr行

h

この絆司は官公庁や市内の会

社工場からのお知らせです

凹
道
二
〇
九
丹
線

３０

肺

大 型

'こ

イFi

通信制高校生徒募集

(2)

人女大川線
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常

用

市

営

住

宅

の

入

居

者

募

集

０
９

建
設
課
で
は
、
二
月
に
完
成
す
る
常

用
市
営
住
宅
の
入
居
者
を
、
二
月
九
日

か
ら
十
六
日
ま
で
募
集
し
ま
す
。

こ
の
常
用
団
地
は
、
昨
年
八
月
号
広

報
ち
く
ご
で
も
の
べ
た
よ
う
に
、
五
十

五
年
度
ま
で
に
現
在
七
十
九
戸

（市
営

分
譲
と
も
併
せ
て
）
を
倍
近
く
の
百
四

十
六
戸
に
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
ん
ど
入
居
で
き
る
住
宅
は
、
こ
の

う
ち

一
種
住
宅
十
戸
、
二
種
住
宅
十
戸

と
な
っ
て
い
ま
す
。

（分
譲
住
宅
に
つ
い
て
は
、
こ
と
し

一
月
で
既
に
申
込
み
受
付
済
）

つ
ぎ
に
該
当
し
、
入
居
し
た
い
人
は

日

ま

で

に

建

設

課

ヘ

建
設
課
建
築
係
へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
み
用
紙
も
同
係
に
あ
り
ま
す
。

入
居
資
格
＝
①
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤

務
し
て
い
る
人
　
②
同
居
の
親
族
が
い

る
人

（婚
約
者
も
含
む
）
　

⑥
住
宅
に

困
っ
て
い
る
人
　
④
所
得
が

一
種
の
場

合
四
万
七
千
円
を
こ
え
八
万

一
千
円
以

下
、
二
種
の
場
合
四
万
七
千
円
以
下

（

所
得
税
法
の
計
算
に
よ
る
も
の
で
、
扶

養
家
族

一
人
あ
た
り
五
千
円
加
算
さ
れ

る
）
家
賃
＝
一
種
二
万
五
百
円
と
二
万
二
千

七
百
円
、
三
種

一
万
六
千
円
と

一
万
六

千
五
百
円
て
い
ど
。

（正
式
に
は
二
月

議
会
で
決
定
）

入
居
で
き
る
時
期
＝
四
月
予
定

く
わ
し
く
は
、
建
設
課
建
築
係

へ
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

市
連
合
婦
人
会
や
生
活
学
校
で
は
、

二
月
六
日
午
前
十
時
か
ら
市
農
協
会
館

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
、
第
十
二

回
生
活
者
大
会
を
ひ
ら
き
ま
す
。

こ
と
し
は
、

「
食
品
公
害
と
こ
れ
か

ら
の
く
ら
し
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
年

前
中
は
里
見
　
宏
聖
心
女
子
大
講
師
に

よ
る
記
念
講
演
、
そ
し
て
年
後
は

「
加

工
食
品
ぞ
考
え
る
」

「
食
品
添
加
物
を

考
え
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
分
科
会

討
議
を
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

生 6

活 日

者 に

大 婦

会 人

24日 、中央公民館に筑後、大川、柳川、八女、大牟田

からお母さんたち約60人が集まり 幼`稚園児の育児学習

会、をひらいた。

これは文部省の補助事業で、各地域の婦大会が主催と

なってひらいたもの。まず、中村大学の篠原 忍教授の

「幼児期における家庭教育の意義」というテーマで講演。

「幼児を知るには、一見しただけではわからない、子ど

も側にたち関連性を見出すことが必要だ。また幼児はく

りかえし、くりかたし教えることが大切だ」と話し、ま

た悪い親として、(1)拒否型 (2)厳格型 (3)過 l呆護型 
“

)

賜愛型 (5)期待型 (6)矛盾型 (7)不一致型のタイプがあ

ると説明した。

このあと、篠原教授や県郡市婦人連合協議会の内野会

長らがパネラーになり、家庭での両親の役割りなどにつ

いて、ディスカッシヨンをし、深い討議を行なった。

〔写真は熱心に討講するお母さんたち〕

衛
生
課
で
は
、
今
月
麻
し
ん

（は

し
か
）
の
予
防
接
種
を
し
ま
す
。

は
し
か
は
、
毎
年
二
百
ど
四
百
人

の
子
ど
も
が
死
ぬ
ほ
ど
、
恐
ろ
し
い

病
気
で
す
。

ワ
ク
テ
ン
は
あ
り
ま
し
た
が
、
義

務
づ
け
が
な
く
、
い
ま
ま
で
は
個
人

で
受
け
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
が
今
年
か
ら
義
務
づ
け
ら
れ

予
防
接
種
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も

の
で
す
。

日
程
は
つ
ぎ
の
と
お
り

で
す
が
、
個
別
接
種
方
式

と
い
っ
て
、
あ
ら
か
じ
め

指
定
さ
れ
た
医
療
機
関
の

う
ち
か
ら
希
望
す
る
医
療

機
関
に
行

っ
て
受
け
る
方

法
で
す
。

以
接
種
を
受
け
る
の
は
…

昭
和
五
十

一
年
二
月

一
日

か
ら
五
十
二
年
八
月
二
十

一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
お

子
さ
ん
。
た
だ
し
、
い
ま

ま
で
に
は
し
か

（三
日
ば

し
か
を
除
く
）
に
か
か
っ

た
り
、
は
し
か
の
予
防
接
種
を
う
け

た
お
子
さ
ん
を
除
く
。

斡
医
療
機
関
と
指
定
日

坂
井
医
院

（上
町
〉
、
川
鳴
医
院

（

寛
元
寺
）
、
中
島
医
院

（藤
島
）
、

平
井
医
院

（和
泉
中
）
、
江
島
医
院

（船
小
屋
）

＝
以
上
は
２

●
９
●
‐６

・
２３
日

＝

柳
瀬
医
院

（
一
条
）
、
足
達
医
院

（

山
ノ
井
中
）
、
山
崎
医
院

（山
ノ
井

中
）
、
水
落
医
院

（上
久
富
）
、
柿

添
医
院

（久
恵
）

＝
以
上
は
６

ｏ
‐３

・
２０

。
２７
日

―

市
立
病
院

（和
泉
西
〉
＝
―

・
８

●

‐５

。
２２
日

国
立
赤
坂
療
養
所

（赤
坂
）
＝
７

●

‐４

・
２８
日

時
間
は
い
ず
れ
も
年
前
９
時
三
十

分
か
ら
十

一
時
三
十
分
ま
で
。

（た

だ
し
、
市
立
病
院
は
九
時
か
ら
十
時

ま
で
）

の
持

っ
て
く
る
も
の
…
…

問
診
票

（配
布
し
て
い
る

の
で
記
入
の
う
え
、
保
護

者
の
印
を
忘
れ
な
い
こ
と
）

と
母
子
手
帳

０
う
け
る
と
き
の
注
意
…

ω
か
ら
だ
の
調
子
の
よ
い

と
き
に
う
け
て
く
だ
さ
い
。

②
接
種
日
と
翌
日
は
ふ
ろ

に
入
れ
ず
、
安
静
に
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、

入
浴
は
接
種
前
日
に
す
ま

せ
て
く
だ
さ
い
。

①
接
種
に
は
原
則
と
し
て

母
親
が
つ
れ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

い
ほ
か
の
予
防
接
種
を

一
カ
月
以
内

に
う
け
た
と
き
は
う
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

⑪
接
種
は
、
子
ど
も
を
軽
い
は
し
か

に
か
か
っ
た
状
態
に
し
ま
す
の
で
、

案
閥
状
に
つ
い
て
い
る
テ
ラ
シ
を
よ

く
読
ん
で
二
週
間
は
、
子
ど
も
の
健

康
状
態
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
衛
生
課
ン、
ぉ

た
す
ね
く
だ
さ
い
。

はしかの予防接種が

はじまります

(3)
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今 年 も 三 橋 町 優 勝  11:良就

区親善剣道大会が八女工高体育館で、66チ

ームが参加してひらかれ、 〔写真0〕 三僑

町剣道連盟、南筑高校、八女津女子高がそ

れぞれ優勝した。なお、三橋町と南筑高が

3年連続優勝。

レ団体<l〔一般〕①三橋町剣道連盟、②
高田町剣友会、③黒木町、筑後市剣友会

〔高校男子〕①南筑高 ②明善 ③西日本
短大附、八女  〔高校女子〕①八女津女子
②明善 ③黒木、八女
,>個人<l〔一般〕①島田茂樹 (三橋) ②
非上正治 (久留米) ③中島 勉 (上陽)
吉原俊彦 (黒木) 〔高校男子〕①山下智
久 (南筑) ②中上俊哉 (有明高専) ③
野田 巌 (西短附)、 栗原美喜男 (八女)
〔高校女子〕①南里美幸 (明善) ②大場
真由美 (南筑)③ 石橋文子 (黒木)、 江
口千尋 (伝習館)

水 田 さ ん 力i優 勝  日曇≧縫
場 (停車場)で、13回春季市民弓道大会が

ひらかれた。

〔一般の部〕 ①水田 州 (野町) ②坂
井義則 (熊野) ③藤島玄稔 (立花町)
〔女子の部〕 ①佐野京子 (久留米市)

②田中千代美 (和泉中) ③山口多喜枝 (
久恵)

ア ン

け>だしもの<l

。みんなで歌おう
。福岡の民話 (1)英彦山の鬼杉 (2)一 くわ

ばりのシヨージンさん (3)坊 さまのお礼
(4)福間の又ぜえ 。これはビックリ/
(5)まなたれこぞうさま (6耳自賢さま (7)寒田

のじさまが寺まいり

(4`)
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こ

ん

ど

は

ピ
　
ン
　
ク

色

国
保
被
保
険
者
証
か
わ
る

四
月
か
ら
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

者
証

（保
険
証
）
が
か
わ
り
ま
す
。

い
ま
ま
で
は

″
う
す
み
ど
り
色
″
で

し
た
が
、
こ
ん
ど
は

″
ピ
ン
ク
色
″
で

す
。
組
合
長
を
通
じ
て
、
と
り
か
え
に

き
ま
す
の
で
、
古
い
保
険
証
は
持

っ
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。

固

定

資

産

積

台

帳

縦

覧

は

四

月

に

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧
は
、
例

年
よ
り

一
カ
月
遅
れ
て
、
四
月

一
日
か

ら
二
十
日
ま
で
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
税
法
改
正
が
国
会
で
審
議

さ
れ
て
い
る
た
め
で
す
。

こ
の
た
め
、
固
定
資
産
税
第

一
期
納

期
も

一
カ
月
遅
れ
て
、
五
月

一
日
か
ら

五
月
二
十
日
ま
で
に
な
り
ま
す
。

統

一
地

方

選

の

意

見

を
書

い

て

ネ

筑
後
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
で

は
、
推
協
だ
よ
り
の
原
稿
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

四
月
に
行
な
わ
れ
る
統

一
地
方
選
に

つ
い
て
の
意
見
、
抱
負
な
ど
を
四
百
字

づ
め
原
稿
用
紙

一
枚
て
い
ど
に
書
い
て

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

採
用
分
に
つ
い
て
は
粗
品
を
進
呈
し

ま
す
。
し
め
切
り
は
二
月
十
日
、
送
り
先
は

総
務
課
行
政
係
で
す
。

一
３

一
月

一
の

一
衛

一
生

一
行

一
事

一

育
児
相
談

（毎
週
第
二
月
曜
日
）

‐２
日
に
中
央
公
民
館
で
、
今
月
の
対
象

は
五
十
三
年
十
二
月
に
生
ま
れ
た
お
子

さ
ん
で
す
。
体
量
測
定
の
ほ
か
、
栄
養

指
導
な
ど
の
育
児
相
談
を
行
な
い
ま
す
。

ジ
フ
テ
リ
ア
、
百
日
ぜ
き
、
破
傷
風
予

防
接
種

（三
種
混
合
予
防
接
種
）

２０
日
　
市
内
全
域
を
中
央
公
民
館
で

対
象
は
、
生
後
二
十
四
カ
月
か
ら
四

十
八
カ
月
ま
で
に
、　
一
期
と
二
期
が
す

ん
で
い
な
い
お
子
さ
ん
で
す
。

一
期
は
二
歳
に
な

っ
て
間
も
な
く
毎

月
続
け
て
三
回
う
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
三
期
は

一
期
が
終

っ
て

一
年
か

ら

一
年
半
の
間
に

一
回
う
け
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。

鮎
予
防
接
種
を
受
け
る
と
き
は
、
熱
を

は
か
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

鮎
子
ど
も
の
接
種
や
検
診
を
う
け
る
と

き
は
母
子
手
帳
を
忘
れ
ず
に
持

っ
て
き

て
く
だ
さ
い
。

そ
の
と
き
、
母
子
手
帳
に
添
伺
し
て

い
る
該
当
の

″
間
診
票
″
に
必
ら
ず
記

入
、
押
印
し
て
受
付
に
だ
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
間
診
票
が
つ
い
て
い
な
い
人

は
印
鑑
を
持

っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

一
歳
半
児
の
健
康
診
断

対
象
は
五
十
二
年
九
月
に
生
ま
れ
た

お
子
さ
ん
で
、
健
康
状
態
、
発
育
状
態

を
み
ま
す
。

該
当
児
に
通
知
を
差
し
あ
げ
ま
す
の

で
、
指
定
さ
れ
た
日
に
お
い
で
く
だ
さ

い
。

麻
し
ん

へは
し
か
）
予
防
接
種

該
当
児
は
５‐
年
３
月
１
日
か
ら
５２
年

８
月
３‐
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
幼
児
。

く
わ
し
く
は
三
ペ
ー
ジ
参
照

衛
生
行
事
の
時
間
は
い
ず
れ
も

一

時
三
十
分
か
ら
二
時
三
十
分
ま
で

麹醸畠乳懇警t摯喚錢課埼・
上演 :劇団真珠座、」AZZ BAC(音 楽)
とき:3月 18日 (日 )10時、12時半、2時半からの3回公演
ところ :市民会館
料金 :300円 (当 日 350円 )で各地域の子ども会と
中央公民館で発売中

主催 :子 ども会連絡協議会、教育委員会
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届
中 け

イこイま

廃

車

ハ守

月

ダ

軽
自
動
車
税
が
か
か
り
ま
す

毎
年
五
月
の
軽
自
動
車
税
は
、
四
月

一
日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す

が
、
す
で
に
所
有
し
て
い
な
い
車
や
使

用
し
て
い
な
い
車
は
、　
″
廃
車
″
し
て

い
な
い
と
、
五
十
四
年
度
の
税
金
が
か

け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

廃
車
届
け
は
、
二
月
二
十

一
日
ま
で

に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

廃
車
手
続
さ
は
、
原
動
機
付
自
転
車

と
農
耕
用
自
動
車
は
市
役
所
税
務
課
ヘ

ま
た
、
軽
自
動
車
は
福
岡
陸
運
局
で

し
て
く
だ
さ
い
。

税
務
課
で
さ
れ
る
と
き
は
、
ナ
ン
バ

ー
プ
レ
ー
ト
と
印
か
ん
が
い
り
ま
す
。

手

話

を

習

い

ま

せ

ん

か

筑
南
手
話
の
会
で
は
、
手
話
講
習
会

を
、
四
月
五
日
か
ら
七
月
二
十
六
日
ま

で
の
毎
週
木
曜
日
、
年
後
六
時
か
ら
八

時
ま
で
中
央
公
民
館
で
ひ
ら
き
ま
す
が
、

受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

希
望
す
る
人
は
、
二
月
三
十

一
日
ま

で
に
社
会
福
祉
協
議
会
へ
申
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
受
講
料
は
い
り
ま
せ
ん
。

く
わ
し
く
は
社
会
福
祉
協
議
会
へ
。

老

人

健

康

相

談

は
　
週
　
一
一　
回
　
に

福
祉
事
務
所
社
会
係
で
は
、
毎
週
金

曜
日
に
、
老
人
健
康
相
談
を
ひ
ら
い
て

い
ま
す
が
、
二
月
か
ら
毎
週
水
曜
と
金

曜
日
の
週
二
回
ひ
ら
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

時
間
は
、
い
ず
れ
も
ひ
る

一
時
半
か

ら
三
時
ま
で
で
、
場
所
は
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
す
。

対
象
は
満
六
十
五
歳
以
上
の
お
と
し

よ
り
で
、
相
談
内
容
は
生
活
相
談
、
病

気
の
予
防
、
健
康
不
安
の
解
消
や
機
能

回
復
訓
練
な
ど
健
康
保
持
の
こ
と
な
ら

ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。
無
料
。

相
談
に
は
、
医
師
と
保
健
婦
が
あ
た

り
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ね

た

き

り

老

人

の

短

期

間

保

護

制

度

ね
た
き
り
老
人
の
い
る
家
庭
で
、
介

護
す
る
人
が
都
合
で
短
期
間
め
ん
ど
う

を
み
れ
な
い
と
き
は
、
そ
の
間
、
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
悠
生
園

（大
野
城
市

大
字
瓦
田

一
二
五
）
に
入
所
で
き
る
新

し
い
県
の
制
度
が
で
き
ま
し
た
。

入
所
資
格
は
、
お
お
む
ね
六
十
五
歳

以
上
の
在
宅
ね
た
き
り
老
人
で
、
そ
の

介
護
者
が
病
気
、
出
産
、
事
故
や
農
繁

期
な
ど
の
都
合
で
め
ん
ど
う
が
み
れ
な

い
と
き
と
な
っ
て
い
ま
す
。

期
間
は
七
日
以
内
で
、
利
用
料
は
一

日
千
百
円
で
す
。

希
望
さ
れ
る
人
は
、
直
接
施
設
へ
申

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
福
祉
事
務
所
社
会
係

へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

1月 の人の動き

出 生   58人
死 亡   32人
世帯数 10,125戸
人口計 41,318人
(前月より 94人増)

男  19,819人
女  21,499人
4と民基本台帳から

少

潮祢学拳憩
15,3rl,で

.

群掛一

だした疑 盲乙と壻セ島す。

だちデ申宅屹してくだ守伊̀

広 報 ち く ご

10周年の水洗スポーツ団
ス索空↑a

年団が、創立10周年を迎え、 4日 水洗小で

筑後地区から29テ ームが参加して、記念少

年剣道大会がひらかれた。

〔団体〕①瀬高南 ②木屋 ③水洗、山川
束部  〔個人〕①樺島宗章 (山川束部)
②庄山 輝 (水洗) ③庄山真― (水洗)
松尾誠司 (山川束)

区 民総 出の藤 ダナ替 え
松宿二言雀

ダナのタナ替えが、近くの区民総出で行な

われた。

この藤ダナは、同区の観音堂にあるもの

で、いつ頃植えられたか、はっきりしない

が、地元では 100年はなるだろうと云われ、

幅 5奇、長さ20れで市内では最も大きいも

の。この日は区民約50人がでて、若枝をな

わでゆわえたり、タナの竹ざおを取り替え

たりした。 5月 になれば、 1窃 ぐらいの花

がたれさがり、下では花見の宴をひらく光

景がみられる。

暖 冬 に 突 然 の ドカ 雪
は昼冨籠

暖さが続いているが、28日 と3月 1日 の 2

日間、突然寒を取り戻し、大雪を上産に置

いていった。とくに 1日 の雪は、市内でも

10享
ンれ以上積もり、保育所や¥校では子ど

もたちは大喜び。顔をまっかにしながら、

雪だるまを作ったり、雪合戦をしたりして

楽しんでいた。 〔写真②〕

NBC猛 守デ縦
14け 8 kH2 輔

なれ 2‐ 2468Ь
落権 0今  る

市 の お 知 ら せ は

乃tt・

b国心軽9
あさI

(5)
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荻
庭
と
文
化

くKン貴醇講ふ
卜お鞄

交
通
と
と
も
とこ
変
化
し
た
筑
後

古

い

二

枚

の

地

図

か

ら

面円］靱朧ド刹斡年時
（三騨哨糾の（雌朗ド

犬
塚
駅
周
辺
の
地
図
で
す
。

こ
の
地
図
を
み
る
と
筑
後
市
が
交
通
を
中
心

と
し
た
工
業
都
市
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

こ
の
二
枚
の
地
図
を
み
な
が
ら
、
筑
後
市
の

動
き
を
み
ま
し
ょ
す
。

現
在
の
国
道
二
〇
九
号
線
が
で
き
た
の
は
、

昭
和
十
六
年
で
す
の
で
、
こ
の

地
図
に
表
わ
れ
て
い
る
南
北
の

道
路
は
、
い
ず
れ
も
旧
街
道
で

す
。

ま
ず
上
図
。
福
島

。
若
津
間
に
県
道

（八
女

大
川
線
）
が
開
通
し
た
の
は
、
明
治
二
十

一
年

（
一
八
八
八
年
）
、
そ
し
て
九
州
鉄
道

（現
在

の
国
鉄
鹿
児
島
本
線
）
が
熊
本
ま
で
開
通
し
、

羽
犬
塚
駅
が
で
き
た
の
は
明
治
二
十
四
年
で
す

の
で
、
集
落
は
依
然
、
街
道
添
い
で
住
居
の
移

動
は
駅
前
、
山
ノ
井
十
字
路
付
近
に
わ
ず
か
に

み
ら
れ
る
て
い
ど
で
す
。

羽
犬
塚
駅
が
で
き
た
当
時
は
、
周
辺
は
田
ん

ぼ
と
や
ぶ
で
、
遠
く
熊
野
附
近
ま
で
見
渡
せ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。

地
図
を
よ
く
み
る
と
、
田
ん
ば
の
印
の
ほ
か

に
、
前
津
、
久
富
、
和
泉
あ
た
り
に
く
わ
畑
の

印
が
み
え
ま
す
。
当
時
、
農
家
の
副
業
と
し
て

養
蚕
が
盛
ん
だ
っ
た
こ
と
を
表
わ
し
て
い
ま
す
。

爾
円
］
駒
陸
げ
醐
輔
娃
辞

（ 六騨
筑 ‐こ
硼
鹸
噂
後 ．
帥

石
油
軌
道
と
な
る
）
、
そ
し
て
明
治
四
十
二
年

に
羽
犬
塚

。
若
津
間
に
三
渚
軌
道
が
で
き
、
羽

犬
塚
は
八
女
郡
の
交
通
の
要
め
と
し
て
活
や
く

し
て
き
ま
し
た
。

と
同
時
に
、
道
路
網
も
米
字
形
に
周
辺
町
村

へ
足
考
伸
ば
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
交
通
の
発
達
と
と
も
に
、
下
図

に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
街
は
南
北
か
ら
卜
県
道

添
い
に
東
西
へ
と
伸
ば
し
、
現
在
の
ま
ち
を
形

ど
っ
て
い
ま
す
。

五
十
年
た
っ
た
今
日
、
筑
後
市
は
同
じ
よ
う

に
交
通
、
工
業
に
変
っ
て
い
ま
す
。

縦
貫
道
開
通
に
よ
り
、
今
大
き
く
変
化
し
て

い
る
の
で
す
。

二

月

三

日

は

耳

の

日

で

す

二
月
三
日
は
ひ
な
ま
つ
り
―
―
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ミ
ミ

（耳
）
の
日

な
の
で
す
。

そ
こ
で
耳
の
病
気
を
い
く
つ
か
。

耳
の
病
気
で
多
い
の
は
、
ま
ず
外
耳

炎
が
あ
り
ま
す
。

な
ん
の
気
な
し
に
指
の
爪
や
マ
ッ
チ

の
軸
な
ど
で
耳
を
ひ
っ
か
い
た
り
す
る

と
、
耳
の
入
口
に
で
き
も
の
が
で
き
、

は
げ
し
い
痛
み
を
感
じ
ま
す
。

痛
み
が
あ
る
と
き
は
、
す
ぐ
耳
鼻
科

へ
。こ
れ
と
並
ん
で
多
い
急
性
中
耳
炎
は

ほ
と
ん
ど
が
風
邪
か
ら
起
り
ま
す
。

鼻
や
の
ど
に
炎
症
を
起
こ
し
て
い
る

細
菌
が
、
耳
管
を
通
っ
て
中
耳
陸
に
入

り
、
炎
症
を
起
こ
す
の
で
す
。

ズ
キ
ン
ズ
キ
ン
と
痛
む
の
が
特
徴
で

治
療
は
安
静
が
第

一
。
落
ち
つ
い
た
と

こ
ろ
で
耳
鼻
科
へ
行
き
ま
し
ょ
う
。

昭和 54年 3月 1日

明治33年の羽犬塚地図

:,f■■三手→≒=

昭和2年の羽犬塚地図

□ 家庭 の 医学 □

〔児童向き〕 0たかしよいち「埋
ずもれた日本」 ⑮おおかわたつせ

い「きんつばじへい」 0千国安之
輔「オトシブミ」 Ω小沢正「めん

どりのコッコおばさん」 ⑩山中恒
「青春は疑う」 ⑧徳江和代「おに
いちゃんのほし」 団井尻正三「い

ばるな恐竜ぼくの孫」 ⑩松谷みよ
子「てんぐとアジヤ」

〔一般向き〕 園大原富枝「眠る女」
④児玉隆也「現代を歩く」 ③中沢
久『パンづくリノート」 ⑬柴田錬

二郎「眠狂四郎孤剣五十二次」 ③

柴日善守「ボランティア活動」 団
飯塚律子「日本人のためのいわしの

本」 口北杜夫「あくびノオト」

団村山リウ「私の源氏物語」

∧
ス

▽

の市内少年剣遭大会=3月 11日 あさ

9時から羽犬塚小講堂で、第二回筑

後ライオンズクラブ旗争奪市内少年

剣道大会をひらく。

小 。中学生の豆剣士約 230人が熱

戦をくりひろげる。

け春の歓式野球大会=18日 から、日

曜ごとにロッテ野球と水田コミュニ

ティセンターで、市内の事業所やグ

ループの野球チーム約95テ ームが参

加してひらかれる。

なお、優勝決定戦は 6月下旬の予

定。

斡筑後地区招待親善テニス大会=21

日八女高、羽犬塚小学校などのテニ

スコートで、筑後地区の中学、高校

から参加してひらく。

《
り
》

《
よ
》

《
だ
》

《
ツ
》

《

一
》

《
ポ
》
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